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第 2 章では、 SCMM 法をゲノム解析に適用するための検討を行った。 SCMM 法により得られる 2 配列聞の関係を
明らかにし、 SCMM 法が配列聞の局所的な情報抽出に有効であることを示した。既存手法との比較により、 SCMM
法の情報可視化技術としての有効性を明らかにした。また、 SCMM 法に基づくマッチング情報端末を開発し、簡便
な利用環境を構築した。
第 3 章では、 SCMM 法のアミノ酸配列比較への拡張を検討し、各アミノ酸要素の化学的性質を反映させる 2 種類
の符号化法を考案した。検証実験により、これらの符号化法が配列聞の類縁性部位を高い視認性で抽出できることを
示した。また、 SCMM 法が既存技術単独では検出困難な機能部位の抽出に有効であることを確認した。









第 6 章では、大規模画像サイズの OAL 操作を実現するための光・電子融合型離散相関プロセッサ (OEDCP) につ
いて検討した。 OEDCP は高い処理能力と柔軟な設計自由度を有し、既存の光実装に比べ、実現可能性に優れる。電













(1) 出力モアレ縞上の特徴的なパターンと配列間の相関関係を関連付けることで、 SCMM 法が DNA 配列間の大域




(2) SCMM 法をアミノ酸配列比較に応用し、 2 配列聞の類縁性を含めた情報を抽出できる符号化法を考案してい
る。実アミノ酸配列を用いた検証実験により、これらの符号化法が、既存の解析ツールでは困難な共通機能部位の検
出に有効であることを確認している。







(5) 大規模データに対する OAL 操作を実行するため、高性能かつ実現可能性に優れる光・電子融合型離散相関プ
ロセッサを考案している。本プロセッサの優れた特性が、デバイス技術の現状を考慮し、大ファンイン・ファンアウ
ト光接続系と半導体集積回路との相補的な融合により得られることを明らかにしている。また、電子処理部の試作お
よび評価から、その正しい動作とアーキテクチャの有用性を実証している。
以上のように、本論文は、光演算技術の特性を活かしたゲノム情報解析法の検討とその実装形態の開発について述
べたものである。これらの成果は、応用物理学、特にフォトニック情報工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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